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研究成果の概要（和文）：ワーキングメモリは様々な認知プロセスで利用されるが、日本語の文理解ではワーキングメ
モリのモデルによって説明ができない現象もある。ただし、以前の実験結果は文を単独に読ませるものが多くて、曖昧
性など問題が関わった可能性もある。以前、英語・中国語で利用されてきたものとは違い、シンプルな文脈によって曖
昧性等の問題を避けて、さらにはっきりした日本語の実験結果が得られた。特に、関係説では、目的語関係説（佐藤が
愛している女性）より主語関係説（佐藤を愛している女性）のほうが、読みやすいという結果が得られたため、ワーキ
ングメモリでは説明ができないということがはっきりした。

研究成果の概要（英文）：Working memory is a crucial resource in various mental tasks. However, in 
Japanese sentence comprehension, results from relative clauses have challenged the explanations provided 
by working-memory models. One problem with previous experimental results is that most showed sentences in 
isolation, which may have led to greater ambiguity, thus obscuring the predictions of working-memory 
factors. As opposed to the complex contexts that have been used in past literature, a new simpler context 
was used to obtain cleaner results for Japanese. Fragment-completion questionnaires indicate that the 
context had the desired effect and decreased ambiguity by eliminating expectation for alternative 
interpretations other than relative clauses. Reading-time experiments confirmed previous results 
suggesting that working-memory models cannot explain the Japanese results. At a talk to be presented in 
June 2016, I suggested that closure may work as chunking and may cancel out working-memory effects.

研究分野：言語処理
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１．研究開始当初の背景 
ワーキングメモリは様々な認知プロセスで
利用されるが、日本語の文理解ではワーキン
グメモリのモデルによって説明ができない
現象もある。ただし、以前の実験結果は文を
単独に読ませるものが多くて、曖昧性などの
ような要因が関わった可能性もある。その曖
昧性を避けるために、以前の英語・中国語の
研究では、複雑な文脈が利用されてきたが、
最近それも問題だという指摘があって、現在
曖昧性を避けてはっきりした結果が報告さ
れていない。 
 
２．研究の目的 
英語・中国で利用されてきた文脈とは違い、
もっとシンプルな文脈によって曖昧性等の
問題を避けて、はっきりした日本語の文理解
実験を目的とした。 
 
３．研究の方法 
文脈を作成し、文完成課題を行い、文脈がは
っきりした解釈をサポートすることを明ら
かにしてから、読み時間実験を行った。	
	
４．研究成果	
文脈は、以下のようなものを利用した。 
ＸさんとＹさんは写真を見ながら、話して
います。 
Ｘさん： これはどこの写真ですか？ 
Ｙさん： カナダのスキー場の写真です。 
Ｘさん： この人はだれですか？ 
Ｙさん： ハンサムな 佐藤君を 前から 愛
していた 女の子 です。 

20 人の日本語母語話者の文完成課題の結果
によると、Ｘさんの質問（この人はだれです
か？）に対して、関係説が予測されるのは９
８％以上である。つまり、こういう文脈を利
用することによって、他の解釈が邪魔する可
能性はほとんどないので、目的語関係説（佐
藤が愛している女性）と主語関係説（佐藤を
愛している女性）の間で優位な読み時間の差
が得られたら、それは曖昧性の影響では説明
できない。 
	 26 人の日本語母語話者の読み時間を測定
した結果、目的語関係説よりも、主語関係説
のほうが読み時間が速かった。(図 1 は、RT
の生の読み時間、図２は -10000/RT で変換
した場合。) 
	 この結果から、ワーキングメモリでは説明
ができないということがはっきりした。 
	 また同じ文脈を利用して、中国語母語話者
日本語学習者にも読み時間実験を行った結
果、日本語母語話者と同様で、目的語関係節
（ORC）よりも、主語関係説（SRC）の読み
時間が速かった（図３・４．５参照）。別の
実験で、中国語の文を読ませた場合、主語関
係説より目的語関係説の方が読み時間が速
かった。つまり、この中国語母語話者は、中
国語では目的語関係説、日本語では主語関係
説を好むことがはっきりした。この結果によ

ると、母語の影響を超えて、第 2言語で母語
話者と同じような振る舞いをして文を理解
することが可能だということがはっきりし
た。	
 
以下のグラフでは,生の読み時間と変換した
読み時間でも同様の傾向が見られるが、学習
者のデータは変換をした場合のみ優位差が
見られた。（どのグラフも平均と標準誤差を
表示する。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1日本語母語話者の実験：文脈の各文と最
後のＹさんの答えの各文節の生の読み時間

（ミリ秒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
	
図２日本語母語話者の実験：文脈の各文と最
後のＹさんの答えの各文節の変換した読み
時間（-10000/RT） 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 3日本語学習者（中国語母語話者）の実験：
文脈（「この人はだれですか？」）と関係節を
含む答えの生の読み時間（ミリ秒） 



 

 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 4日本語学習者（中国語母語話者）の実験：
文脈（「この人はだれですか？」）と関係節を
含む答えの変換した読み時間（-10000/RT） 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 5日本語学習者（中国語母語話者）の実験：
文脈（「この人はだれですか？」）と関係節を
含む答えの変換した読み時間（boxcoxによる
変換：RT^(-1/3)） 
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